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1971 年度総会

1971年度総会および春季研究発表会は， 6 月 17 日， 18 日の 2 日間，東京大学の経済学部において開催された.

17 日の午前は恒例の総会が開かれ， 1970 年度の事業報告と決算報告，本年度の事業計画と予算案，会則の

一部改訂および補足案が審議承認され，さらに本年度の評議員の選出が行なわれた.

続いて 17 日の午後より 18 日全日にわたって，春季研究発表会が行なわれ，特別講演 3 件，研究発表55件が

行なわれた.さらに19 日には見学会として，東芝集中検診センターと東京瓦斯製造データ処理室を訪れ， 集

中検診システムとプラント稼動状況のオンラインシステムの実際を見学した.

1971年度総会議案

1970年度事業報告

1. 会員の状況

「瓦--1「下函副瓦詞同点
1196咋度末 |山1 1 96 1 i古〕
附年度入会 1 142 1 57 1 10 

m年度学生から移行 30 1 -30 1 .. ./" 

附年度退会 1 -471 - 1 1 - 8 

m年度整理 1 -321 - 21 0 

m年度末 1 1, 334 1 ロo I 116 

2. 総会

1970年度総会は 6 月 2 日午前 9 時から東医健保

会館において開催され，下記事項について審議，

承認された.

(1) 1969年度事業報告および収支決算の作

(2) 1970年度事業計画および予算の件

(3) 1970年度役員の件

(4) 名誉会員推薦の件

続いて大西記念文献賞の授賞式が行なわれ，賞

状，賞杯ならびに賞金が送られた.

3. 評議会

1970年 6 月 2 日， 1971年 6 月 3 日の 2 回開催し

員
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4. 理事会

1970年 6 月より 1971年 6 月の聞に 6 回開催した.

5. 各委員会

学会活動を強化する目的で下記の委員会が活動

した.

(1)改革第一委員会 (2) 組織委員会

(3) 法人化委員会 (4) 広告委員会

(5) 賛助会員拡充委員会

6. 国際協力

(1) IAOR (International Abstract in Operaｭ

tions Research) 誌の発行に協力し， IAOR 
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120 1971年度総会

のための国内 OR 文献の抄録活動ならびに

IAOR 誌 Vol. 10 の園内頒布を行なった.

(2) 1975年 IFORS 国際会議を民本に招へいす

るために IFORS に対し，招へいする用意のあ

る旨意志表示を行なうとともに，その準備のた

めのグループを発足させた.

(3) IFORS 会長の Dr. ]ensen (デンマ{ク〉の

来旨を機として 8 JH 13会合を行なった.

(4) 米冨マッキンゼー設の OR 部長， Dr. Hertz 

の来日を機として 8 月 24 日に懇談会合行なった.

(5) カリフォルニア大学の Charchman 教授の

来日に際し10月四日夕食会を行なった.

(6) 米屋ワシントン市において1971年 4 JH213-

4 月 15 EI まで関録された IFORS 主僚の Cost

EffectÍveness に関する国際会議に， 一橋大学

の宮川公男教授安代表として，計 4 名を派遣し

た.

7. 研究発表会

研究発表会を春・紋 2 @l行なった.

(1) 第27@l研究発表会は 8 月 2 S , 3 S の河ヨ東

医健保会館で開催し，翌 4 日には国鉄の新幹線

みどりの窓口と， tぎ都高速道路公団のコントロ

ールセンターを見学した.

特J]IJテーマ 通信と秘織の OR

特別講演 2í'牛

研究発表 55件

(2) 第28回研究発表会は11 月 7 日 8 日の両日大

阪大学・経済学部で開催し，翌 9 日には神戸港

の路発状況を見学した.

特別テーマ

特別講演

研究発表

8. 刊行物

シミュレーション

4Í'牛

54件

「経営科学」第13君主，第3 ， 4号，第14巻，第 1 , 

2, 3号および r]ORS]J Vol. 12 , No.2 , 3, 4, 

Vol. 13 , No.1 , 2 , 3 を発行した.

9. 研究会活動

下記の11部会が活発な研究活動を行なった.

スケジューリング応用部会，電力部会. PPBS 

部会，予務部会，級会せ理論部会，設備投資・

耳元替計画の経済計算部会，待ち行列部会，信頼

性部会，システム部会， MIS 部会， 数理計画

部会 (PPBS 部会以下1970年度発足〕

10. 大西記念、文献賞

大西記念文献賞選考委員の推薦により下記の綬

研究部会活動一覧表

3支を決定した.

“都市圏におけるマス・トランスボ{テーシ

ヨンの最適計画"

f経営科学J 第13巻第 1 号， PP.48-70 

京都大学青山吉隆

11. 普及活動

(1) OR 金曜サロンを刊行物委員会の主催で毎

月 I 回， ランダムに選ばれた会員と OR に関

するテーマを決めて慈し合い，記録会 f経営科

学J f;こ掲載した.

(2) 1971年 1 月より月例講演会を 3 回開催した.

テーマはつぎのとおり.

1 月 交通管制の最近の問題点

定方希夫

2 月 整数計磁法における最近の進歩と動向

成久洋之

3 月 電力事業における OR

若林剛

(3) 11 月 258-27 日の 3S隈，第 2 日 TEMPO

セミナーに協賛した.会員tこは参加望者の面で受

講の便が計られた.

(め 1971年 1 月より毎月 1 回 rOR 学会だより」

を発行した.
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1971年度総会

12. 支部活動

IJ 北日 I JI.! ~t ゆ 都関 西|吋四国 I~，，-日
越|支師会酢支閥会 X配置砧特 X部総会制 l 団総会運|第 5町認総会
~~ 随筆会 2 凶 鈴別講演会 判場演会 11斗 岳民会 21司 協議会 1 月 I 運常協島会 l 田

昌 1["] 趨話協級会 憲議会 1["1

回

ill-1間

"弓

31司

13. その他

(1) 広告の件

「経営科学」第 14 巻第 3 号より広告を掲載し

た.

(2) 海外視察団派遣の件

「企業会計情報システム訪米視察団」を 1971

年 1 月 7 日より 2 月 1 日まで，米国カーネギー

・メロン大学で 5 日間のセミナーを，ジョージ

ア工科大学では 2 日間のセミナーを中心として

派遣した.

団 長 松田武彦東工大教授

コーディネータ 津曲直弟東大助教授

団員 24名

1970年度会計報告

貸借対照表 白 1970年 4 月 1 日

至 1971年 3 月 31 日

I--~ff一一一一ーョー一一下 貸 方 1 
|現 金色ωI11 縁組金 3， 457 ， 4臼 l

1 貯金∞611 前受金 58 ，ω01
I.j、切手払口座 205， 44011 移転引当金 992.22S I 
1 通預金〈第ー) f 2 ， 141 ， 4671! 退臓引当金 699，似"1

住友) !印，61川賞金基金 300，∞01
権現金(第一) I 羽 962 I 法人化基金 400 ∞o

〈住友 4 1. 1ω1. 1 F 0 R S 基 金 3.00Q ， O'泊

以 金 735ωo 当期滞日内向;

f 年度J本以 21 1ニ.000 '1 

A 
u 討 |7， 991 ，叩 l 合 :,,\)1, 7J3 
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1970年度収支計算書 自 1970年 4 月 1 日

至 1971年 3 月 31 日
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海外視察費報告 1971年 3 月 31 日現在

収 λ

支幽

線療Iil

It コ

A J 5 C-E 

32 ， 300 醐[

五両工二~I

費

企画実
劃内研修費
結図式
in Jap;an 作成費

海外視察関係費
鍾費
・特別事象事務局受入

合 計|孔叩!師

鎗収入 お， 7:'0 ， 000
-B 支出 3~ ， 983.:'37 

"差ヲ“・4飼
・ 特別..事務局受入は各事業が学会に対し全収入の 10，"を事務局に納入(事務脅の負担分〉するもの

として2冷止レ

"差引は鎗収入勘定へ銀管
ただし，この中から
AIS関係として 鰻告.作成 4∞!日凶

事後研修費 200，∞。
アルバム 150.00a 

C-E 組告・作成 お0， 0∞
• • 25.ω。

.'必妻になるので2 これら経費店主次期惇繰鍾し予貨に計上する.

1971年度事業計画

1. 研究発表会

春，秋 2 回開催し，春季は東京大学において総

会をかねて行ない，秋季は宇部短期大学において

10月 30. 31 日 .11 月 1 日に開催する.

特別テーマは検討中.

2. 刊行物

(1) r経営科学」を 7 回. r]ORS]J を 5 回発行

する.

(2) rpPBS とシステム分析」を出版する.

(3) 学会誌の定期発行を促進し，広告を掲載す~.
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日本OR学会大商記念文献賞

第 4 関大西記念文献笈の選考を行なう.

受笈推薦

松永賞，その他受賞候;様者推薦に協力する.

普及活動

議沼会，月例講演会.OR金曜サ口ン，その他

の普及活動を適笠行なう.

視察弱の派遣

ORに関するテ-""" 51l]の視察団派遣の計磁をた

てる.

9. 他学協会との交流

他学協会との交流を積綴的に進める.

10. 学会の法人化

学会活動のー震の発践をはかるため，学会の社

出法人を完了する.
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1971年度評議員

〈研究普及)

1971年度役員

会
会
測

1971年度総会

7. 

6. 

8. 

5. 3. 国際協力

(1) IAOR に協力する，

(2) 1972年 8 月アイルランドで潟惨される IFO・

RS 思際会議に参加する準備を行なう.

(3) 1975年の IFORS 箆際会議の日本招致のたゐ

の活動を推進する.

(4) 来日する OR 専門家と接触の機会を密にす

る.

研究会活動

既設の予設も総合せ潔論，システム，待ち行列，

MIS，信頼性，設備投資・取替計画の経済計算，

数理2十磁， PPBS 部会の活動を引き続き推進する

とともに，新たに探索理論， DP 部会が活動を爵

始ずる.なお，スケジュ{リング応用，電カ部会

は岱擦を達成し部会を解数した.

1971年度予算

122 

会

4. 
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